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欧州マーケットビュー

欧州各資産の推移

（％）

企業景況感

ユーロ/円及びヘッジプレミアム/コスト

⾦利とインフレ率

（2008年1⽉〜2019年3⽉）

（2008年12⽉末〜2019年3⽉末）

2008年12⽉末を100として指数化

（円）

※為替ヘッジプレミアム/コストは直物為替レートと期⽇１ヶ⽉後の為替予約レートとの価格差（⽉間平均値）から簡便法により算出

※使⽤したインデックス
欧州株式：ユーロストックス50指数、欧州REIT：FTSE EPRA/NAREIT Developed Europe Index、欧州国債：FTSE欧州国債イ
ンデックス、欧州バンクローン：クレディ・スイス・ウェスタン・ヨーロピアン・レバレッジド・ローン・インデックス

各種データをもとに三井住友DSアセットマネジメント作成

ヘッジ
プレミアム

ヘッジ
コスト

（％）

2019年3⽉のユーロ圏の消費者物価指数速報値
（前年⽐）は+1.4％となりました。⻑期⾦利
は約2年5ヶ⽉ぶりにマイナスに転じました。

2008年12⽉末からの欧州各資産の推移をみる
と、欧州バンクローンの安定した推移が確認で
きます。

ユーロより⽇本円の⾦利が⾼い状況により、
ユーロ円はヘッジプレミアムが⽣じています。
（2019年3⽉：0.21％）

鉱⼯業信頼感指数（3⽉）は2ヶ⽉連続のマイ
ナスとなりました。サービス業信頼感指数はプ
ラス圏を維持しています。

（2008年1⽉〜2019年3⽉）

■2018年10-12⽉期の実質GDP成⻑率(確報値）は、前期⽐年率+0.9％となりました。
■3⽉のECB理事会では、緩和的な⾦融政策が強化されました。景気・物価⾒通しは下⽅修正され、政策
⾦利は少なくとも年末まで据え置くとし、夏までとした前回⽅針から延⻑されました。また、銀⾏への
⻑期の資⾦供給の実施が決定されました。ドラギECB総裁は依然として景気⾒通しは下振れするリスク
があると述べています。

（2008年1⽉〜2019年3⽉）

■当資料は情報提供を目的として三井住友DSアセットマネジメントが作成したものであり、特定の投資信託・生命保

険・株式・債券等の売買を推奨・勧誘するものではありません。■当資料は各種の信頼できると考えられる情報源か
ら作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。■当資料に記載されている今後の見通
し・コメントは、作成日現在のものであり、事前の予告なしに将来変更される場合があります。■当資料内の運用実績
等に関するグラフ、数値等は過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。■当資料内のい
かなる内容も、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。
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